
  
 

学校だより第１８号 
令和６年１月１８日 
武雄市立橘小学校 

   校長 坂井 文明  
 

― やればできる  みがけば光る  一歩でも前進  続けて  続けて ― 

  

   

学校教育目標 「生きる力を身に付け、学校・家庭・地域の思いを受け継ぐときわっ子の育成」 

☆学力向上 ☆官民一体型学校づくりの推進   ☆ＩＣＴ利活用教育の推進   ☆コミュニティ・スクールの導入促進   

 

 

                
 

 １月１９日（金）の２校時９：３５～１０：２０に、４年→１年→５年の部、３校時１０:３５～１１
：２０に、３年→２年→６年の部の校内持久走大会を開催いたします。 
 この持久走大会に向けて、１月１１日（木）～１月１８日（木）の２時間目の休み時間に、マイペー
スマラソンに取組んでいます。健康管理、感染症予防に配慮し、マスクを外して、手洗いを徹底して取
り組んでいます。２時間目の休み時間はもちろん、朝早く来て走る子、昼休みも遊ばずにひたすら走る
子、放課後も走る子など、それぞれの目標に向かってやる気一杯です。武雄市内小学校一周マラソンカ
ードのマスが、あっという間に埋まることでしょう。マイペースマラソンの成果が発揮できるよう校内
持久走大会の応援よろしくお願いします。 
 
 
 １２月６日（水）８：３０～９：２５に、全校の児童が楽しく学校生活を送れる
ように人権意識を高めることを目的として人権集会を行いました。武雄市人権標語
コンクール入賞者の発表や各クラスの「なかよし合言葉」の発表をした後、絵本の
読み聞かせを行いました。 
 １２月３日～１２月１０日の人権週間には、友だちのいいところを見つけ合い、
実や葉っぱカードに記入し、ときわの木に掲示する「ときわの木」の取り組みも行
いました。 
 この取り組みで、友たちを思いやる心をもち、ぽかぽか言葉（あたたかい言葉）
が言える子、「やさしい子」が、さらに育つことでしょう。 
 
 
 １２月８日（金）の１校時に、１年生昔遊びを行いました。老
人クラブより、１０名の方にお越しいただき、たこ揚げや竹とん
ぼ、けん玉やコマ回し、お手玉、メンコなど、昔遊びを教えてい
ただきました。竹とんぼは、回す向きや角度が大切であること、
コマ回しは、ひもをきっちりかけ、ひもを引くタイミングが大切
であることなどを丁寧に教えていただきました。 
 
 
  ソニーグループ株式会社と佐賀県立宇宙科学館「ゆめぎん
が」は、「STARSPHERE（スタースフィア）」プロジェクトの運用
する超小型人工衛星『EYE（アイ）』を通じて宇宙を身近に感じ
てもらおうと、子どもたちが自分たちの住む地域を人工衛星を
使って宇宙から撮影する教育イベント『こども地球撮影プロジ
ェクト』を開催しました。 
 この世界で初めての試みは、日本プラネタリウム協議会（JPA）のプラネタリウム１００周年記念事業
公認企画として、佐賀県立宇宙科学館「ゆめぎんが」で、佐賀県武雄市立橘小学校３年生と４年生の児
童を対象に実施され、２０２３年１０月２３日（月）に、人工衛星のシミュレーターを使ったこどもた
ちによる予約撮影が行われました。２０２３年１２月１１日（月）には、実際に人工衛星から届いた地
球の写真をこどもたちと一緒にプラネタリウムで鑑賞しました。 
 地球を宇宙の視点で見つめ、地球を大切に思う気持ちや宇宙に新たにチャレンジする気持ちを育むこ
とができました。 
 
 
 １２月１８日（月）の１～４時間目に学校訪問2024season2車
いすバスケット体験を行いました。佐賀県SAGA2024・SSP推進局
や武雄市スポーツ課から講師として来校いただき、４年生から６
年生まで、各1時間の体験活動を行いました。八の字の形をした車輪なので、倒れることはありません。
左右を同時に回せば、前後し、左右を別に回せば、左右に回転します。いざ！対戦！しかし、なかなか
頭でイメージするようには動きません。ましてや、ボールをリングに入れるのは、至難の技です。 


